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“歪み”をなくせ！～自転車発展途上都市つくばの駐輪場改善案～

班員：島田祥次　市倉隆平　栗原 咲　玉置将法　東川聡志　廣木一茂　深川 悠　山本園子

担当教員：鈴木 勉　TA ：鄭  起宅　　　


＜1. はじめに＞
　つくば駅周辺ではTX開通以降、駐輪需要（駐輪行為をとる自転車利用者の数）が急増してきた。市では急増する駐輪需要に対応するために駐輪場の整備を進めてきているが、未だに放置自転車禁止区域における違法駐輪がなくなることはない。また、実際につくば駅周辺の様子を見てみると駐輪場が満車状態でなくとも違法駐輪が発生している場所もあり、駐輪可能台数の不足のみが違法駐輪発生の要因ではないと考えられる。

さらに交番横で発生する違法駐輪に注目すると、違法駐輪者の目的地がつくば駅であった場合、駐輪場利用者に比べて距離・料金ともに利益を受ける場合が考えられる。このことから、正当にお金を払っている駐輪場利用者が不利益を得て、違法駐輪者が利益を受けている構造、つまり“歪み”の構造が出来上がっていることが分かる。

そこで私たちは駐輪場の立地特性・違法駐輪の発生要因・利用者の動向・駐輪場に対する選好等の詳細を把握し、“歪み”がなく、かつ利用者のニーズを満たす駐輪場を整備することを目的とする。
＜2. 対象地域＞
　今回私たちが対象地域として取り上げたのは、つくば駅周辺地域（図１）である。つくば駅周辺地域ではTXが開通するまでは駅がなかった。開通後現在では駅近くに様々な施設が立地していて、さらに駅前広場が十分なスペースを持っているという特徴を持っている。また先述したように近年では駐輪需要が増加しているという現状がある。よって、つくば駅周辺地域には増加する駐輪需要に対応させた、有効な対策をとる必要があると考えられる。

[image: image1.emf]違法駐輪をする理由

0% 5% 10%15%20%25%30%

駐輪場が空いていない

駐輪場が目的地から遠い

駐輪場の料金が高い

駐輪場は手間がかかる

駐輪場の場所がわからない

撤去されない

返還手数料が安い

周りに違法駐輪がある

その他

[image: image2.jpg]



＜3. 調査フロー＞

地域施設班では、(図2)の通り初めに背景・目的を設定し、文献・ウェブ調査によって駐輪場に関する調査の情報を入手、その後つくば駅周辺に関する問題を明確化するために諸機関に対してヒアリング調査を行った。その情報を
元につくば駅周辺地域において実態調査を行うことでつくばの現状を把握し、更に他都市への事例調査から、つくばとの比較と先進政策をどのように応用できるかを検討した。
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また、実際に駐輪場を利用する方を対象にアンケート調査等を実施し、駐輪場利用の詳細を検証する。それらを踏まえて、つくば駅周辺における適正な駐輪場の在り方を提案する。
＜4. 中間発表までの調査＞

4.1 文献・web調査

[１]利用者にとっては単純な駐輪方式のほうが利用しやすい。全体的に目的地からの近さを重視する傾向にあるが、特に短時間駐輪者はその傾向が強く見られる。
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[２]駐輪場利用目的によって支払い意思額は様々。利用者の認知不足によって駐輪場が有効に利用されないことがある。
[３]駐輪場周辺の環境から受ける印象が、違法駐輪の発生要因となることがある。

違法駐輪発生の原因は駐輪場の不足だけではなく、駐輪場の距離・料金・設備・情報、利用者の心理的要因など、多くの要素が関係している。

4.2 ヒアリング調査

国土技術政策総合研究所
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駐輪場利用者は必ずしも駅端末利用者でないことから、駐輪場利用者の需要を正確に把握するためには、出発地・目的地の調査が必要。また、駐輪場における“歪み”の解消、つまり駐輪場利用者がメリットを受けられる環境整備が必要。
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駐輪場（特に定期利用）の整備が必要。平日から休日にかけての需要変化に合わせた駐輪システムが必要。放置自転車数を補える数の駐輪場を整備するだけでは不十分。駐輪場の利便性に見合った料金設定が必要。撤去活動の強化（特に休日）が必要。

クレオスクエア

駐輪場内外には約100台の迷惑駐輪がある。それらは駅に隣接する場所で特に多く見られることから、駅利用者が主な原因であると考えられる。

4.3 現地調査

通勤・通学時間帯における駐輪場利用者の動向観察

通勤・通学時間帯で駐輪場の利用率が大幅に増加することから、駐輪場利用者は、通勤・通学の駅利用者が多いことがわかる。方面毎に、駐輪場の利用状況や違法駐輪の発生要因は異なる。方面別の利用者数の違い・利用目的などを調査する必要があると考えられる。
時間別・平休日別の駐輪場利用台数

一時利用の駐輪場が不足している場所がある。休日利用者の駐輪意識の見直しが必要。各駐輪場の利用率の偏りの原因を突き止めることが必要。
4.4 他都市事例調査
北千住

駐輪場内の設備（搬送コンベア、コインロッカー、自動空気入れ、高齢者や身障者用の優先駐輪スペース）の充実によって、駐輪場を利用するメリットが大きくなる。周辺施設と連携することで、利用者の多様なニーズに対応できる。

三鷹

機械式地下立体駐輪機。駐輪場の整備だけでなく、違法駐輪が発生しにくい環境づくりが必要である。
吉祥寺
駐輪場整備に際した周辺交通環境への配慮が必要である。
＜5. アンケート調査＞
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つくば駅周辺の駐輪場利用者の行動、優先項目等を把握するため（図3）のようなアンケートを実施した。
5.1住所と駐輪場、目的地を結ぶ動線図
　つくば駅周辺の駐輪場を利用する際の住所（出発地）、目的地を知ることにより、利用者の駐輪場利用行動を把握し、それらの動向を動線図として表した。

動線図から、同一の目的地に向かう場合でも多様な駐輪場選択がなされていることが分かった。その中でも、料金・距離に関して最適でない選択行動をとる利用者が見られた(全体の約10％)。
また施設駐輪場からつくば駅へ向かう利用者は、施設駐輪場利用者のうち、約23％いることが分かった。
さらに中央通りを境に、南側駐輪場利用者は75％が南から訪れることが分かった（北側についても同様）。
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・駐輪場の情報量が不足している。
・商業施設駐輪場における違法駐輪発生の原因は駅利用者にある。
・中央通りを境界にして駐輪場の配置を考えられる。
5.2 違法駐輪の発生要因
　違法駐輪をした理由は「空いていない」「料金が高い」というものが多かった（図4）。また違法駐輪をする人は、しない人に比べて特に距離と料金を不満に感じていた。
つくば駅周辺で違法駐輪が発生する原因は「駅から近い駐輪場の許容台数が不足している」ということと「料金設定が高い、もしくは無料駐輪場が少ない」という、二つの理由が考えられる。このことから、今後駐輪場の増設は不可欠であるが、同時に現在の駐輪場の配置と料金との関係も見直す必要があると考えられる。

5.3 駐輪場利用シミュレーション

・駐輪場位置 
・料金設定
各パターンの駐輪場位置と料金設定の組み合わせから、利用しようと思う駐輪場を選択してもらう形式でシミュレーションを行った。

　その結果、料金設定の引き下げにより徒歩1分以内の駐輪場利用者数が増加し、徒歩2
分以上の駐輪場利用者数が減少した。そして有料駐輪場全体の利用者数が増加した。
“徒歩1～2分圏内”と“料金設定100円～50円”の間に「距離と支払い意志額の均衡点がある」ということがわかる。つまり「距離と料金のどちらを優先させるか」はこの均衡点が境になると考えられる。
5.4 撤去リスクと違法駐輪台数

　撤去リスク｛撤去活動頻度,変換手数料｝を変化させた時の、違法駐輪台数の変化をシミュレーションにより分析し、以下の結果が得られた。

・{撤去なし}→{月2回,1000円(現状)}  台数が57%減少

・{撤去なし}→{月2回,3000円}　　　 　〃　 68%減少

・{撤去なし}→{週1回,1000円}　　　   〃   71%減少

・{撤去なし}→{週1回,3000円}　　　   〃   78%減少


撤去リスクをあげることは違法駐輪の抑制に有効である。これに加えて料金設定等の見直し等を行えば、さらに違法駐輪台数を減らせると予想できる。

5.5 利用者層によるニーズの違い
　全体的に見てみると、「料金」と「目的地からの近さ」を優先する人の割合が高かった。また、学生のサンプルと住宅向けのサンプルとを分けて優先事項を検証してみると、学生は料金を、学生以外はより近さを重視する傾向にあることがわかった。


学生はある程度目的地から遠くても料金が安い、もしくは無料であればその駐輪場を利用すると考えられる。
5.6 違法駐輪解決策の評価
駅周辺の違法駐輪対策は「駐輪場の増設」「料金設定の見直し」「撤去活動の増強」が有効であるという意見が多かった。また、商業施設においては「駐輪場の増設」「撤去活動の増強」「駐輪場の有料化」という意見が多かった。

　商業施設用駐輪場の増設が必要だと感じる人が多かった理由には、駅利用者が商業施設の駐輪場を利用することにより発生する駐輪場の混雑が考えられる。
しかし、今後つくば駅周辺の駐輪場が有料化されると、ますます商業施設の駐輪場利用者が多くなってしまうことが予測されるため、増設だけではなく有料化や撤去の増強も必要になると考えられる。
＜6. 最終提案＞
　私たちの分析結果から適正だと思われる、つくば駅周辺の駐輪場のあり方を提案する。
6.1 距離と料金設定

現在つくば駅周辺の市営駐輪場は第一区画を除いて料金設定が一律である。そのため駅の入り口に近い駐輪場から順に埋まっていき、最も遠い図書館前の駐輪場などほとんど使われていない駐輪場が出てきている。これは距離と料金の適正な設定ができていないことが原因だと考えられる。そこでアンケート調査で駐輪場の位置と料金に関するシミュレーションを行い、その結果から料金と距離の基本的構造を導き出した。
①  各駅出入り口から徒歩1～2分圏内=100円

②  　　　〃　　　　徒歩1分未満=150円

③  　　　〃　　　　徒歩2分以上=50円

が適正な位置と料金の設定となることがわかる(図5)。この料金設定にすることにより、料金より距離を優先する人はもっとも近い②を選択し、料金より距離を優先する人は③を利用するようになり、利用者のニーズに対応することができる。
6.2 駐輪場建設場所の策定

実態調査から、つくば駅に隣接している駐輪場は需要超過だということがわかった。市の増設計画では位置や料金設定などで利用者の希望に沿わないものもある。そのため、それと併せて、新しい駐輪場の増設を提案する。

1 現在の駐車場を駐輪場に変える

車1台のスペースに自転車を８台駐輪できると算出した。例えば北１駐車場の一角を利用して、立体駐車場を建てる。1階部分は自転車用、2階部分は自動車用として利用すれば、収容台数を変えることなく駐輪スペースを確保できる。(現在、駅前駐車場は土日になるとどこも混雑する。) なお、この駐輪場は定期利用100台分、一時利用300台分と設定した。料金は提案6.1の距離と料金設定から100円/24hとする。

2 無料駐輪場の設置

北２駐車場を無料駐輪場とする。つくば駅から徒歩4分と少し遠いが、駅北側に多く住む、料金を優先する大学生などを主な利用者として考える。
6.3 撤去リスクの引き上げ
撤去頻度を増やし、返還手数料を引き上げることで撤去リスクを大きくすることができる。その頻度と手数料の決定は、違法駐輪コストが駐輪場利用コストを大きく上回るように設定することで非常に効果的に、違法駐輪を減らすことができると考えられる。さらに商業施設内でも撤去活動を実施することにより、放置自転車による駐輪場の混雑を解消できると考えられる。
6.4 学生のニーズに合わせた料金設定
アンケート結果より学生は無料駐輪場を利用する傾向が強い。また、学生は目的地からの距離よりも料金を優先する傾向があると分かった。そこで、以下の内容を提案することにより料金に対して抵抗の強い学生のニーズにも対応できると考える。

①  徒歩1～2分圏内の駐輪場において学割制度の導入

　学生は特に料金に対して抵抗が強いため、駅出入り口付近の有料駐輪場を利用しにくい。しかし、つくば駅周辺の駐輪場利用者には学生も多いので、学生のニーズを満たすために学割制度を導入する。学割で割り引いた分は、大学循環バス定期券のように大学が負担する。
6.5 商業施設駐輪場の有料化

　つくば市では今後の駐輪需要増加に合わせ、新たな駐輪場を設置する計画を立てているが、それらは有料のものが多い。そんな中、商業施設の駐輪需要に対応するために現行の状態(無料)で、商業施設の駐輪場を増設していくとしたら、駅利用者が今後ますます商業施設の駐輪場を使うようになり、商業施設における違法駐輪問題は解決しない。そこで、つくば市の計画にあわせて、商業施設の駐輪場も有料化することが必要だと考える。
また、施設利用者のニーズを満たすために3時間までは無料の駐輪場とし、3時間以上の利用者には駐輪料金を徴収するシステムとする。
6.6 ムダ利用防止のための適切な情報発信

住所と駐輪場、目的地を結ぶ動線図の分析から、無駄のある駐輪場利用が見られた。これはつくば駅周辺の駐輪場に関する情報不足が原因と考えられる。そこで、以下に示すような案内板(図6)を設置し、利用者が適正な駐輪場を選択しやすくなるようにする。
6.7 平休日の需要変化に対応した利用転換
休日の定期駐輪場利用率は全体的に低く、例えば西路上での一時利用駐輪場は休日には利用率が100％になり、付近での違法駐輪まで発生しているのに対し、西路上の定期利用駐輪場では利用率が30%にも満たない(図7)。そこで定期駐輪場を休日のみ一時利用者にも開放することで、一時利用駐輪スペースを増やす。その方法として、定期利用の契約を、
 ① 一般定期利用：平日・休日どちらも利用可

② 平日限定定期利用：平日のみ利用可

の２種類とする。定期利用駐輪場をこの2種類で区分することで休日は平日限定定期利用者側の場所のみ、他の一時利用者が利用できるようにする。また休日の定期利用率の低さはほとんどの駐輪場に当てはまることから、今後定期利用の駐輪場が増設される際にもこのような傾向が見られることが予想される。そういった場所にも定期利用兼一時利用を取り入れていくべきである。
6.8つくば市の計画を加味しながら全体的な駐輪場案
現在のつくば市には既存の駅周辺の駐輪可能台数は2260台である。それに対して、つくば市の予定増設台数と提案の増設台数の合計は約1800台である。つまり、今回の提案が実現することで、つくば駅周辺では合計4060台の自転車が駐輪可能になる。この数値は平成27年のつくば駅周辺における自転車予測需要台数（つくば市算出）の約3937台をカバーすることができる計算になる。
＜7. おわりに＞
　今回の調査から私たちは、以下の７つの提案をする。
· 距離と料金設定

· 駐輪場建設場所の策定
· 撤去リスクの引き上げ
· 学生のニーズに合わせた料金設定
· 商業施設駐輪場の有料化
· ムダ利用防止のための適切な情報発信
· 平休日の需要変化に対応した利用転換
これらの提案を実現することにより、つくば駅周辺での“歪み”が解消され、違法駐輪台数も減少すると考える。また、つくば駅周辺の駐輪場には様々な層の利用者がいるので、その多様なニーズにも対応できるだろう。
＜8.今後の展望＞

· 料金と距離設定が実際のニーズを満たさなかった場合、もう一度ニーズの検証を行う必要性がある。

· 違法駐輪多発区域に花壇を置くといったようなソフト面での違法駐輪対策の検証。
・　TXとの駐輪場の連携の取り組みについて検証。
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図7 休日定期駐輪場利用率  
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図6　案内板
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図3 アンケート詳細図
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図5 距離と料金設定
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図2　調査フロー





図1　現在のつくばセンター周辺駐輪場
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